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はじめに
三学期が終わり、今年度もいよいよ締めくくりの時期となりました。3年次はそれぞれの進路先を決定し、新たな環境へと歩み始めます。1・2年次の皆さんも、行事や面談、探究活動などを通して、自分の将来について考える一年になったことと思います。
アメリカの心理学者であるウィリアム・ジェームズは、「私の世代の最大の発見は、人が心の持ち方を変えることによって、人生を変えることができるということだ。（The greatest discovery of my generation is that human beings can alter their lives by altering their attitudes of mind.）」と述べています。進路に向き合う中で、不安や迷いを感じることは自然なことです。しかし、「どうせ無理だ」と思うか、「まずはやってみよう」と思うかで、その後の行動は大きく変わります。考え方を前向きに整えることも、進路実現に向けた大切な一歩です。
進路選択は、単に進学先や就職先を決めることではありません。自分の強みや弱みを見つめ直し、どのような未来を築いていきたいのかを考える時間です。今年度の経験を振り返り、自分が成長できた点や今後の課題を整理してみてください。
新年度は、新たな目標を掲げる良い機会です。今日の一歩を大切にしながら、自分らしい未来を築いていきましょう。皆さんのさらなる成長を心から期待しています！
春季休業中について
これから始まる春季休業は、単なる「休み」ではありません。次の学年へ向けて心と生活を整える大切な準備期間です。生活リズムを大きく崩さないこと、基礎学力の復習に取り組むこと、そして将来について改めて考える時間を持つことが重要です。特に進路については、「まだ先のこと」と思わず、自分の興味や得意なことを見つめ直す機会にしてください。
[image: ]また、オープンキャンパスに参加することも有意義です。実際に大学や専門学校の雰囲気に触れることで、自分の将来像がより具体的になります。資料を見るだけでは分からない学びの特色や校風を感じ、自分に合う進路について考える参考にしてください！
14期生の進路決定状況（3月18日現在）
14期生の進路状況をお知らせします。詳細は来年度の「進学の手引き」で確認してください。
	4年大学
	短期大学
	専門学校
	就職・公務員
	その他
	計

	71人
	13人
	79人
	18人
	24人
	205人

	35％
	6％
	38％
	9％
	12％
	100％


[image: ]ご退職される先生より
江口　佳子　先生　（家庭科）
　昨年度担任として13期を卒業させた後、今年度は進路部で主に就職を担当しました。最初は就職や社会人になることに不安を感じて、アルバイトの方が気楽で良いのではと悩んでいた人も何人かいました。しかし会社見学へ行き自分の方向性が定まると、みるみるうちにしっかりした顔つき・言葉遣いに変化していきました。活動に真剣に取り組む様子はきちんと相手に伝わり、結果につながったと思います。卒業後は、たくさんの可能性が待っていると思います。皆が自分の力を発揮して活躍することを願っています。
　現在、高卒就職は「超売り手市場」です。求人数は景気に大きく左右されますが、就職を目指す高校生にとって今はとてもよい時代です。皆さんの知らない企業や仕事、職種がたくさんあります。1・2年次で就職を考えている人は進路閲覧室に今年度の求人票がありますので、ぜひ一度目を通してください。今後、自分の就職活動時には労働条件をしっかり確認し、自分を安売りせず、自分の可能性を信じて、自分に合った会社を見つけて欲しいと思います。

[image: ]異動される先生方より
朝長　賢啓　先生（数学科）
　生徒の皆さん、「進学したい学校はありますか」「将来働きたい仕事は何ですか」「将来の目標はありますか」この問いかけにどれだけの人が答えられるのでしょう。まだ高校生だから考えられていないという人も、少なくないのではないでしょうか。自然に人は年を取ります。いずれ大人になります。大人になると、ほとんどの人は働いてお金を稼ぎ生きていきます。誰しも自分の将来の生き方を考えなければならない場面が、遅かれ早かれ必ずやってきます。私が何を言いたいのか。自分の生き方を真剣に考えましょう。自分の生きる方向性が見つかれば、目標を立てることができます。目標を立てることができれば、その目標を達成するための計画を立てることができます。計画を立てることができれば、行動することができます。未来への一歩を踏み出しましょう。誰のためでもない。自分の幸せのために。
　最後に、私はこの学校に7年間勤務しました。多くの生徒や先生との出会いがあり、多くの出来事がありました。今思うことは、7年間山あり谷あり充実した時間だったということです。生徒の皆さんの高校3年間が、充実したに時間なることを祈っています。7年間ありがとうございました。

金澤　朋子　先生（英語科）
このたびの人事異動により、本校を離れることになりました。皆さんとともに過ごした日々の中で、皆さんが少しずつ成長していく姿を見ることができたことを、とても嬉しく思っています。
高校生活では、今を楽しむことも大切ですが、ぜひ少し先の将来についても考えてみてください。自分の希望する将来のために努力することは、とても大切で素敵なことです。もし思うようにいかないことや失敗することがあっても、もう一度やり直せばよいのです。困ったときには一人で抱え込まず、周りの人に助けを求めてください。たとえ勉強が苦手でも、新しいことを学び、知らないことを知ることは皆さんを成長させます。努力を続け、学び続けてください。
皆さん一人一人の未来が、希望と可能性に満ちたものになることを心から願っています。
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